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若
井

わ

か

い 

中
也

ち
ゅ
う
や 

 

（
３
１
） 

医
師 

村
田

む

ら

た 
啓
一

け
い
い
ち 

 

（
４
７
） 

若
井
の
先
輩
医
師 

猪
狩

い

が

り 

仁
朔

じ
ん
さ
く 

 

（
７
６
） 

患
者 

藁
科

わ
ら
し
な 

権 ご
ん

太 た 
 

（
６
７
） 

病
院
長 

 

女
１
・
２ 

男
１
・
２ 

少
年
・
少
女 

 

看
護
師 
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１
． 

４
番
手
術
室
（
夜
） 薄

暗
い
室
内
。 

医
療
用
機
材
が
雑
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。 

女
１
の
声
「
オ
ペ
室
の
悪
魔
っ
て
知
っ
て
る
？
」 

男
１
の
声
「
ず
っ
と
使
わ
れ
て
な
い
オ
ペ
室
が
あ
っ
て
」 

手
術
台
に
無
数
の
紙
が
貼
り
つ
け
ら
れ
て
い
る
。 

女
２
の
声
「
殺
し
た
い
医
者
の
名
前
を
書
く
と
、
悪
魔
が
そ
い
つ
を
殺
し
て

く
れ
る
」 

少
年
の
声
「
お
医
者
さ
ん
だ
け
？
」 

紙
に
は
、
『
〇
〇
先
生
殺
し
て
』
『×

×

死
ね
』
な
ど
の
文

言
。 

男
２
の
声
「
恨
み
を
買
っ
て
い
る
医
者
は
多
い
」 

男
１
の
声
「
医
療
ミ
ス
、
医
療
過
誤
」 

少
女
の
声
「
人
を
殺
し
て
る
ん
だ
ね
」 

少
年
の
声
「
本
当
に
死
ぬ
の
？
」 

紙
の
中
に
は
、
朱
で
バ
ツ
印
が
つ
い
て
い
る
も
の
も
あ
る
。 

女
１
の
声
「
悪
魔
に
呪
わ
れ
た
ら
最
後
。
逃
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
」 

少
女
の
声
「
理
不
尽
だ
」 

女
２
の
声
「
世
の
中
は
理
不
尽
だ
ら
け
だ
よ
」 

ち
か
ち
か
と
照
明
が
明
滅
す
る
。 

 

２
． 

１
番
手
術
室
（
昼
） 手

術
中
。 

村
田
啓
一
（
４
７

）、

執
刀
し
て
い
る
。 

若
井
中
也
（
３
１
）
は
第
一
助
手
と
し
て
村
田
の
サ
ポ
ー
ト

に
徹
し
て
い
る
。 

村
田
、
手
を
動
か
し
な
が
ら
、 

村
田 

「
ア
メ
リ
カ
は
楽
し
み
か
」 

若
井 

「
不
安
も
あ
り
ま
す
が
」 

村
田 

「
っ
た
く
、
淋
し
く
な
る
な
」 

若
井 

「
先
生
に
は
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
」 

村
田 

「
若
井
、
何
度
も
言
わ
せ
る
な
。
俺
は
何
も
し
て
い
な
い
」 

若
井 

「
そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
俺
な
ん
て…

…

」 

村
田
、
ニ
ヤ
リ
と
若
井
を
一
瞥
し
て
、 
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村
田 

「
自
信
の
な
さ
は
い
つ
に
な
っ
た
ら
治
る
？
」 

若
井 

「
す
い
ま
せ
ん
」 

村
田 

「
ま
、
謙
虚
な
の
は
い
い
こ
と
だ
」 

若
井
、
村
田
を
一
瞥
し
て
、
苦
笑
。 

２
階
の
見
学
室
で
は
、
藁
科
権
太
（
６
７
）
が
席
に
座
り
、

動
静
を
見
守
っ
て
い
る
。 

す
る
と
、
村
田
が
唐
突
に
メ
ス
を
握
る
手
を
止
め
る
。 

藁
科
、
異
変
に
気
付
き
、
眉
を
ひ
そ
め
る
。 

若
井 

「
先
生
？
」 

村
田
、
心
こ
こ
に
あ
ら
ず
と
い
っ
た
様
子
で
、
若
井
の
先
を

凝
視
し
て
お
り
、
そ
の
手
は
震
え
て
い
る
。 

若
井 

「
先
生
、
ど
う
し
ま
し
た
？
」 

若
井
、
訝
し
そ
う
に
振
り
返
る
。 

が
、
そ
こ
に
は
何
も
な
い
。 

と
、
村
田
の
手
か
ら
メ
ス
が
落
ち
る
。 

咄
嗟
に
村
田
を
見
る
若
井
。 

藁
科
、
徐
に
立
ち
上
が
る
。 

村
田 

「
ま
、
待
て…

…

待
っ
て
く
れ
」 

若
井 

「
先
生…

…

？
」 

村
田
、
首
を
左
右
に
振
る
と
、
ひ
ど
く
慌
て
て
出
て
い
く
。 

若
井 

「
先
生
」 直

後
、
心
電
図
モ
ニ
タ
ー
か
ら
ア
ラ
ー
ト
発
生
。 

若
井
、
咄
嗟
に
モ
ニ
タ
ー
を
見
る
。 

看
護
師
「
若
井
先
生
」 

若
井
、
村
田
を
気
に
し
な
が
ら
、
執
刀
側
に
回
り
、 

若
井 

「
私
が
変
わ
り
ま
す
」 

床
に
落
ち
た
メ
ス
。 

 

３
． 

病
院
・
屋
上
（
夕
） 雨

が
降
っ
て
い
る
。 

び
し
ょ
濡
れ
の
村
田
、
怯
え
な
が
ら
後
ず
さ
る
。 

村
田 

「
や
め
ろ
、
や
め
て
く
れ…

…

」 

村
田
、
柵
に
衝
突
。
さ
っ
と
下
を
覗
く
。 

逃
げ
場
は
な
い
。 
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村
田 

「
頼
む
、
お
願
い
だ…

…

」 

柵
を
ぎ
ゅ
っ
と
握
る
。 

村
田 

「
お
、
俺
は
何
し
て
っ
て
い―

―

」 

と
、
足
が
ひ
ょ
い
と
浮
き
、
一
回
転
。
そ
の
ま
ま
落
下
す
る
。 

 

４
． 
４
番
手
術
室
（
夕
） 手

術
台
に
、
『
村
田
啓
一
を
殺
せ
』
の
紙
。
朱
で
バ
ツ
印
が

つ
け
ら
れ
て
い
る
。 

 

５
． 

病
院
・
外
観
（
夜
） 雨

が
降
り
し
き
る
。 

 

６
． 

病
院
・
院
長
室
（
夜
） 

藁
科
、
ど
か
っ
と
腰
を
下
ろ
す
。 

若
井
、
藁
科
の
前
で
直
立
不
動
。 

藁
科
、
ふ
ー
と
息
を
吐
き
出
し
て
、 

藁
科 

「…
…

自
殺
だ
」 

若
井 

「
自
殺
、
で
す
か
」 

藁
科 

「
事
件
性
は
な
し
。
警
察
は
早
々
に
帰
宅
な
さ
っ
た
」 

若
井 

「
そ
ん
な…

…

」 

藁
科 

「
君
が
彼
を
師
と
仰
い
で
い
た
の
は
知
っ
て
い
る
」 

若
井 

「…
…

」 

藁
科 

「
彼
に
は
心
の
内
で
抱
え
て
い
た
も
の
が
あ
っ
た
。
手
術
を
投
げ
出

す
く
ら
い
大
き
な
闇
」 

若
井 

「
待
っ
て
く
だ―

―

」 

藁
科
、
手
で
若
井
の
言
葉
を
制
し
て
、 

藁
科 

「
わ
か
っ
て
い
る
。
私
も
信
じ
ら
れ
な
い
」 

若
井 

「
先
生
は
何
か
に
怯
え
て
い
ま
し
た
」 

藁
科 

「
何
か
と
は
？
」 

若
井 

「
院
長
も
見
て
い
ま
し
た
よ
ね
」 

藁
科 

「
あ
の
場
に
は
君
た
ち
以
外
い
な
か
っ
た
」 

若
井 

「
あ
り
得
ま
せ
ん
」 

藁
科 

「
怯
え
て
い
た
の
で
は
な
く
、
堪
え
き
れ
な
か
っ
た
、
何
か
の
重
責

に
ね
」 
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若
井 

「
先
生
に
は
き
っ
と
何
か
が
見
え
て
い
た
ん
で
す
」 

藁
科 

「
若
井
君
。
気
持
ち
は
わ
か
る
。
だ
が
渡
米
も
近
い
。
忘
れ
ろ
と
は

言
わ
ん
が―

―

」 

若
井 

「
オ
ペ
室
の
悪
魔
」 

藁
科
、
ピ
ク
っ
と
頬
を
歪
め
る
。 

若
井 

「
先
生
は
オ
ペ
室
の
悪
魔
に
怯
え
て
い
た
」 

藁
科
、
ふ
っ
と
笑
み
を
こ
ぼ
し
て
、 

藁
科 
「
都
市
伝
説
だ
ろ
う
」 

若
井 

「
４
番
手
術
室
に
入
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？
」 

藁
科 

「
誰
も
入
れ
な
い
」 

若
井 

「
院
長
も
入
れ
な
い
ん
で
す
か
」 

藁
科 

「
先
代
が
あ
の
手
術
室
に
鍵
を
か
け
た
の
ち
、
二
度
と
開
け
ら
れ
ぬ

よ
う
鍵
を
破
壊
し
た
」 

若
井 

「
破
壊
？
」 

藁
科 

「
そ
う
だ
」 

若
井 

「
何
故
で
す
？
」 

藁
科 

「
何
故
？
」 

若
井 

「
オ
ペ
室
の
悪
魔
が
都
市
伝
説
で
は
な
い
か
ら
、
で
は
な
い
で
す
か

？
」 

藁
科 

「
調
べ
て
み
る
か
？
」 

若
井 

「
は
い
？
」 

藁
科 

「
そ
れ
ほ
ど
気
に
な
る
な
ら
、
行
っ
て
み
る
と
い
い
。
入
れ
な
い
と

し
て
も
手
掛
か
り
は
あ
る
か
も
し
れ
な
い
」 

若
井
、
ご
く
り
と
唾
を
呑
み
込
む
。 

 

７
． 

病
院
・
廊
下
（
夜
） 若

井
、
懐
中
電
灯
片
手
に
歩
い
て
い
る
。 

向
こ
う
か
ら
、
猪
狩
仁
朔
（
７
６
）
が
覚
束
な
い
足
取
り
で

歩
い
て
く
る
。 

若
井
、
気
付
い
て
駆
け
寄
り
、 

若
井 

「
猪
狩
さ
ん
？
」 

猪
狩
、
ハ
ッ
と
し
て
立
ち
止
ま
る
。 

若
井 

「
消
灯
時
間
過
ぎ
て
ま
す
よ
」 

猪
狩 

「
せ
、
先
生
」 
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と
、
勢
い
よ
く
若
井
の
肩
を
掴
ん
で
、 

猪
狩 

「
い
た
ん
じ
ゃ
」 

若
井 

「
は
い
？
」 

猪
狩 

「
妻
が
い
た
ん
じ
ゃ
」 

若
井 

「
猪
狩
さ
ん
」 

猪
狩 

「
ず
っ
と
会
い
た
か
っ
た
。
ま
さ
か
、
ま
さ
か
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
」 

若
井
、
諭
す
よ
う
に
、 

若
井 
「
猪
狩
さ
ん
、
奥
様
は
亡
く
な
ら
れ
て―

―

」 

猪
狩 

「
い
や
、
あ
れ
は
妻
だ
っ
た
。
だ
が
、
ど
こ
か
へ
行
っ
ち
ま
っ
た
」 

若
井 

「
き
っ
と
見
間
違
い
で―

―

」 

猪
狩 

「
先
生
、
探
し
て
き
て
く
れ
な
い
か
」 

と
、
若
井
の
手
を
ぎ
ゅ
っ
と
握
る
。 

若
井
、
困
惑
気
味
に
、 

若
井 

「…
…

わ
か
り
ま
し
た
」 

猪
狩 

「
さ
す
が
先
生
」 

若
井
、
す
っ
と
猪
狩
の
手
を
離
し
て
、 

若
井 

「
ひ
と
ま
ず
猪
狩
さ
ん
、
も
う
遅
い
で
す
か
ら
、
病
室
戻
り
ま
し
ょ

う
」 

猪
狩 

「
見
つ
け
た
ら
教
え
て
も
ら
え
る
か
」 

若
井
、
ひ
と
つ
頷
く
。 

猪
狩
、
軽
い
足
取
り
で
向
こ
う
に
歩
い
て
い
く
。 

若
井
、
猪
狩
の
背
を
漠
然
と
見
つ
め
て
い
る
。 

 
×

 
×

 
×

 

４
番
手
術
室
の
前
。 

扉
に
は
、
規
制
線
の
テ
ー
プ
や
お
札
が
乱
雑
に
貼
り
付
け
ら

れ
て
る
。
落
書
き
も
あ
り
、
そ
こ
だ
け
異
様
な
空
間
。 

若
井
、
部
屋
の
前
に
立
つ
。 

が
、
自
動
扉
は
開
か
な
い
。 

若
井
、
手
動
で
開
け
よ
う
と
す
る
が
、
ビ
ク
と
も
し
な
い
。 

刹
那
、
一
陣
の
風
が
吹
き
抜
け
る
。 

若
井
、
ビ
ク
ッ
と
し
て
振
り
返
る
。 

何
も
な
い
。 

と
、
自
動
扉
が
開
く
。 

若
井
、
思
わ
ず
懐
中
電
灯
を
落
と
す
。 
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８
． 

４
番
手
術
室
（
夜
） 照

明
が
明
滅
し
て
い
る
。 

若
井
、
恐
る
恐
る
入
る
。
そ
し
て
手
術
台
の
前
に
立
つ
。 

『
村
田
啓
一
を
殺
せ
』
の
紙
。
朱
で
バ
ツ
印
。 

若
井
、
ご
く
り
と
息
を
呑
ん
で
、 

若
井 

「
こ
れ…

…

」 

と
、
紙
を
手
に
取
る
。 

そ
の
拍
子
に
別
の
紙
が
床
に
落
ち
る
。 

若
井
、
拾
っ
て
見
る
と
、
目
を
大
き
く
見
開
い
て
、 

若
井 

「
嘘
だ
ろ…

…
」 

『
若
井
中
也
死
ね
』
の
文
言
。 

 

（
お
わ
り
） 

 

 


